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目
標
と
特
徴

ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
専
門
の
講
義
・

実
験
と
と
も
に
異
分
野
・
先
端
技
術
を
学

び
、
伝
承
技
術
も
取
り
入
れ
た
効
率
的
な

生
産
シ
ス
テ
ム
開
発
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
過
程
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要

さ
、
自
己

の
役
割
を

自
覚
し
、

も
の
づ
く

り
を
多
面

的
に
捉
え

て
い
け
る

感
性
を
身

に
つ
け
ま

す
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
総
括
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　
　

校
長　

末
松　

良
一

　

豊
田
地
域
の
中

堅
・
中
小
製
造
業

で
は
、
ベ
テ
ラ
ン

技
術
者
の
大
量
退

職
、
技
術
・
技
能
を
継
承
す
る
後
継
者
の

不
足
、
次
世
代
の
も
の
づ
く
り
を
担
う
人

材
育
成
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
「
創
造
力
豊
か
な
も
の
づ
く
り
開
発

技
術
者
」
の
育
成
拠
点
の
構
築
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
地
域
企
業
の
意

欲
的
な
技
術
者
及
び
高
専
専
攻
科
学
生
を

対
象
に
、
豊
田
高
専
を
拠
点
と
し
て
、
先

進
も
の
づ
く
り
企
業
、
大
学
及
び
産
業
技

術
研
究
所
の
協
力
を
得
て
「
工
学
と
実
学
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
技
術
者
共
同
教
育

(

Ｃ
Ｏ-

Ｏ
Ｐ)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
企
画
・
構
想
、
開
発
・

設
計
か
ら
完
成
ま
で
の
全
工
程
を
「
一
気

通
観
」
的
に
見
通
し
、
「
人
と
地
球
に

や
さ
し
い
も
の
づ
く
り
」
の
で
き
る
中
小

企
業
の
リ
ー
ダ
ー
技
術
者
、
次
世
代
の
も

の
づ
く
り
実
践
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

企
業
技
術
者
と
高
専
学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ

熱心に取り組む受講生

養
成
の
ね
ら
い

　

地
域
の
継
続
的
な
発
展
を
目
指
し
、
既

存
産
業
の
開
発
競
争
力
強
化
や
地
域
の
戦

略
的
次
世
代
産
業
の
育
成
の
た
め
に
、「
も

の
づ
く
り
の
企
画
構
想
段
階
か
ら
出
荷
の

最
終
工
程
ま
で
を
一
気
通
観
的
に
見
通
し
、

最
適
な
競
争
力
の
実
現
に
的
確
な
技
術
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
力
を
発
揮
で
き

る
創
造
力
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
技
術
者
」
を

育
成
し
ま
す
。

養
成
方
法

◆
工
学
・
実
学
一
体
の
実
践
的
育
成

 

・
創
造
的
も
の
づ
く
り
に
必
須
な
工
学
知

　

識
と
実
践
技
術
力
、
新
技
術
分
野
へ
の

　

複
眼
的
視
野
の
育
成

 

・
も
の
づ
く
り
の
一
貫
工
程
の
実
践
を
通

　

し
て
、
的
確
な
技
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
力
、
課
題
解
決
力
等
を
育
成

◆
企
業
技
術
者
と
学
生
の
共
同
育
成

 

・
異
分
野
の
技
術
者
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

　

の
重
要
さ
、
自
己
の
役
割
を
自
覚

 

・
技
術
者
の
経
験
に
基
づ
い
た
発
想
と
学

　

生
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
発
想
の
融
合

一気通
観

※ものづくり製作課題



企業における技術研修

真剣な構想検討

専攻科生

大嶽 知夏さん
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私
は
情
報
を
専
攻
と
す
る
学
生
な
の
で
、
シ

ス
テ
ム
で
は
な
い
実
体
そ
の
も
の
を
一
か
ら
作

る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

作
る
モ
ノ
で
あ
る
機
械
の
動
き
方
や
構
造
か

ら
話
し
合
っ
て
、
一
つ
の
ラ
イ
ン
の
形
に
し
て

い
く
と
い
う
一
連
の
流
れ
の
経
験
は
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
な
け

れ
ば
一
生
得

る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会

を
、
社
会
人
に
な
る
前
に
与
え
て
下
さ
っ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
グ
ル
ー
プ
作
業
の
中
で
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
自
ら
見
つ
け
、
成
果
を
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

プログラム受講生の声

Ⅰ
．
も
の
づ
く
り
一
気
通
観
実
践
課
題
研
究

　

専
門
分
野
・
所
属
企
業
が
異
な
る
地
域

企
業
の
技
術
者
と
専
攻
分
野
の
異
な
る
専

攻
科
学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

製
品
・
製
造
シ
ス
テ
ム
開
発
等
の
企
画
・

設
計
か
ら
製
作
・
評
価
ま
で
の
一
連
の
過

程
を
実
践
し
、
前
工
程
・
後
工
程
の
関
連

の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
異
分
野
技
術
者
と
も
連
携
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
新
技
術
分

野
へ
の
複
眼
的
視
野
を
獲
得
し
、
創
造
的

も
の
づ
く
り
を
的
確
に
実
践
で
き
る
課
題

考
察
力
、
技
術
対
応
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

Ⅳ
．
も
の
づ
く
り
Ｍ
Ｏ
Ｔ
講
座

　

技
術
開
発
等
に
お
け
る
的
確
な
技
術
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、  

Ｍ
Ｏ
Ｔ
概
論
、  

Ｔ
Ｐ
Ｍ
概

コメントを受ける受講生

ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
や
中
間
発
表
会
な
ど
を

行
い
、
グ

ル
ー
プ
の

構
想
や
考

え
を
論
理

的
に
組
み

立
て
、
相

手
に
伝
え

る
力
を
養

い
ま
す
。

Ⅱ
．
産
学
官
技
術
研
修

　

技
術
者
・
学
生
が
、
企
業
、
愛
知
県
産

業
技
術
研
究
所
、
高
専
研
究
室
等
で
研
修

を
行
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
理

論
に
つ
い
て
も
、
座
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実

習
・
演
習

形
式
を
取

り
入
れ
現

場
に
即
し

た
実
践
力

の
養
成
を

重
視
し
て

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

各
講
座
の
紹
介

◇ 

デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー

　

実
践
課
題
研
究
の
中
で
、
定
期
的
に
デ

企画
構想

開発
設計

加工
製作

組付
調整

企業技術者

梅原  大さん

　

私
は
入
社
以
来
、
開
発
・
機
械
設
計
を
主
と

し
て
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
業
務
と
は
異
な
っ
た

検
討
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
構
想

検
討
の
段
階
で
は
異
な
っ
た
分
野
の
方
々
と
の

視
点
の
違
い
や
、
学
生
の
方
々
の
発
想
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
実
践
技

術
講
座
で
は

異
分
野
の
設

計
・
検
討
の

基
礎
も
学
ん
で
い
る
所
で
す
。
こ
の
よ
う
な
専

門
外
の
知
識
も
自
分
の
中
に
蓄
え
て
、
視
野
を

広
げ
る
様
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
も
の
づ
く
り
を
一
気
通
観
で
き
る
技
術
者

を
目
指
し
、
今
後
の
業
務
に
生
か
せ
る
様
に
更

に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⅲ
．
も
の
づ
く
り
実
践
技
術
講
座

　

競
争
力
あ
る
も
の
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
の
的
確
な
業
務
ス
テ
ッ
プ
の
考
え
方
、

技
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
次
世
代
の
技

品質マネジメントの講義

論
、  

Ｔ
Ｑ
Ｃ
／
Ｔ
Ｑ
Ｍ
概
論
、
創
造
的
技

術
開
発
、

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
法
、
知

的
財
産
権
、

技
術
者
倫

理
等
に
つ

い
て
学
び

ま
す
。

素材特性の実験

術
者
に
欠
か
せ
な
い
実
践
演
習
を
行
い
ま

す
。
も
の
づ
く
り
の
工
学
基
礎
、
製
造
技

術
、
あ
る

い
は
新
技

術
・
新
素

材
等
に
つ

い
て
、
講

義
及
び
実

験
・
実
習

等
に
よ
り

学
び
ま
す
。

Ⅴ
．
技
術
者
マ
イ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

　

創
造
開
発
技
術
者
と
し
て
の
素
養
・
感

性
を
磨
く
た
め
、
特
別
講
演
、
技
術
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
ま
す
。


